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日程２１ ＴＰＰ交渉参加阻止に関する請願書 

日程２２ 所管事務調査の申し出について 

 

【本日の会議に付した事件〔日程と同じ〕】 

 

         午後１時３２分  開  議 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 開会前に財政課長からお話ありますので、ご理解いただきたいと思いま

す。 

 

財政課長 （千坂賢一君） 

 開会前で申しわけございません。 

 ８日のご質問の中で、大和町から補助している団体数についてのご質問

がございまして、即座に集計ができないということで時間の猶予をちょう

だいいたしました。本日、各会計ごとに件数、団体数、団体には個人に交

付している部分もありますので、団体・人という形で集計をさせていただ

いてご配付をいたしておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 皆さん、こんにちは。本会議を再開します。 

 ただいまから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

                                            

         

日程第１「会議録署名議員の指名」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員は、会議規則第120条の規定によって、１番藤巻

博史君、２番松川利充君を指名します。 
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日程第２「議案第６５号 大和町地域活動支援センター条例」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第２、議案第65号 大和町地域活動支援センター条例を議題としま

す。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。14番中川久男君。 

 

１４ 番 （中川久男君） 

 議案第65号 大和町地域活動支援センター条例。 

 説明でございますと、小規模作業所から地域活動支援センターへの移行

ということでございました。その中で、現在利用者定員12名。これが４月

１日より地域活動支援センターというふうなもとで動くと。職員数につい

ては、現在指導員２名。これが支援センターとなると利用者が20名という

定員の枠になります。 

 お伺いしたいことは、ここに移行後に職員数５名、それに所長、施設長

１名、指導員３名、看護職員１名という体制になっておりますが、この指

導員３名、現在２名でやっておりますからプラス１名になります。看護職

員の勤務状況、９時から３時までその者がおられるのか。あと施設長、こ

れもそういう支援センターの絡みで指導なり、助言なりをできる体制でこ

のような人員配置になっているかをお聞きいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 保健福祉課長瀬戸善春君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸善春君） 

 お答えいたします。 

 地域活動支援センターの職員体制ということでのお尋ねでありますが、

考え方といたしましては議員ご質問のとおり、施設長１名、指導員３名、

看護師１名という配置でございます。この配置につきましては、障害者自
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立支援法に基づく地域活動支援センターの設備及び運営に関する基準、お

手元に資料も配付させていただいておりますが、その中では施設長１名、

指導員２名以上とされております。そのような中で、今後の障害者の入所

状況にもよりますが、これまでの作業所での指導体制を踏まえて、基準以

上での配置といたしたところでございます。 

 看護師につきましては、開設時間については、そこで勤務をいただくと

いう考えで計画をいたしております。 

 あと施設長についてでございますが、施設長については、運営団体の責

任者と兼務するというふうなことも考えられるかと思います。そのような

中での考えでございます。 

 以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 中川久男君。 

 

１４ 番 （中川久男君） 

 そのような職員体制と。 

 実は、これまで利用した方々は精神障害者。今度支援センターになれば、

精神・知的・身体、そういった方々が通所できる。やはり４月から、中学

校であれば支援センターなり養護学校の利用状況の中で、今の状況では職

業には就けないというような活動の中で利用される方もいると思います。

その辺のチェックはどのようになっていますか。逆に、看護師のほうもこ

の日程でやると日曜、水曜、土曜、役場の休館と同じような形で動くよう

ですけれども、これまで我々も見ていると、看護師職員というのは非常勤

みたいな形で、どこかに委託したような状況がよその施設でも見られます

ので、その辺をきちっと皆さんに説明をして、我々も聞いておきたい。こ

の１点もう一度お伺いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 保健福祉課長瀬戸善春君。 
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保健福祉課長 （瀬戸善春君） 

 指導体制でございますが、議員おっしゃるとおり、現在の小規模作業所

におきましては精神障害者の方が12名、それに対して指導員が２名という

ことでございます。 

 今後、３障害の方々が入所されるというようなことになりますので、こ

の指導体制等につきましては、やはり障害者の障害の状況、さらには指導

体制等、事業の運営状況を見ながら、段階的な入所者の入所が必要になっ

てくるのではないかというふうに考えております。 

 そのような形で、できるだけ支障のないような形の指導体制をとってい

きたいというふうに考えております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 中川久男君。 

 

１４ 番 （中川久男君） 

 やはり今町からの説明そのものでありますから、いかような障害の方々

も利用できるような体制と職員配置を、その利用者の人数に応じた中で対

応していくということですね。確認をしておきます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 保健福祉課長瀬戸善春君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸善春君） 

 事業運営に支障のないような体制をとってまいりたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 
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 これから議案第65号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

 

日程第３「議案第６６号 大和町消防団の設置に関する条例の一部を改正する条例」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第３、議案第66号 大和町消防団の設置に関する条例の一部を改正

する条例を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第66号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

          

日程第４「議案第６７号 大和町母子・父子家庭医療の助成に関する条例の一部を 

改正する条例」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第４、議案第67号 大和町母子・父子家庭医療の助成に関する条例

の一部を改正する条例を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 
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    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第67号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第５「議案第６８号 大和町乳幼児医療費の助成に関する条例の一部を 

改正する条例」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第５、議案第68号 大和町乳幼児医療費の助成に関する条例の一部

を改正する条例を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第68号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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日程第６「議案第６９号 大和町心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を 

改正する条例」 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第６、議案第69号 大和町心身障害者医療費の助成に関する条例の

一部を改正する条例を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第69号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第７「議案第７０号 大和町青少年問題協議会条例を廃止する条例」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第７、議案第70号 大和町青少年問題協議会条例を廃止する条例を

議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第70号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 
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    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第８「議案第７１号 平成２２年度大和町一般会計補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第８、議案第71号 平成22年度大和町一般会計補正予算を議題とし

ます。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。８番堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 それでは、事項別明細書の11ページの保育所費と17ページの小学校費の

件で、関連で質問を行います。 

 まず保育所なのですが、保育料につきましては、21年度の決算で約700

万の未納額が出ております。20年度と比べますと、大体100万ぐらいずつ

の減になっていますので、徴収に取り組んだ結果があらわれているのかな

とは思うのですけれども、その後の徴収状況をお伺いいたします。 

 それと、700万の中には長期的な未納額もあると思うのですけれども、

その長期的な未納額、そしてまた町外へ未納のまま移転した滞納者もいら

っしゃると思いますので、そういう長期滞納者、それから未納したまま移

転した滞納者への徴収対応をお伺いいたします。 

 それから、小学校費なのですけれども、小学校では毎学期授業参観が行

われております。その授業参観なのですけれども、授業参観に参加する父

兄は多いのですけれども、その後の学級懇談になると参加する父兄が少数

になると聞いております。その中で、教育委員会としては学級懇談に出な

いという状況をどのように把握していらっしゃるのか。そしてまた、それ

に対する取り組みをどのようにお考えなのかお伺いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 保健福祉課長瀬戸善春君。 
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保健福祉課長 （瀬戸善春君） 

 保育料に関するお尋ねでございますが、保育料につきましては、未納が

これまで毎年増加してきた経過がございますが、21年度決算におきまして

は100万以上の未納の回収がありまして、未納額が減ってございます。 

 今、私たちが未納額の減少に努めている部分につきましては、やはり滞

納部分も大事な状況にあるわけでありますが、できるだけ現年度分の未納

額を減らそうというようなことであります。 

 22年度の徴収状況を見ますと、現年度分につきましては、前年度より未

納額が大分減ってございます。ある場合につきましては月２回ほどの臨戸

訪問と、２カ月を過ぎた未納者については３カ月目には必ず徴収のご案内

をするとか、そういうふうなことで努めております。 

 あと、長期の未納者につきましては、給与の差し押さえの通知等もやっ

ておりまして、できるだけそういうふうな未納が減少するように努力をい

たしているところでございます。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 教育長堀籠美子さん。 

 

教育長 （堀籠美子君） 

 授業参観のことについてお答えいたします。 

 議員のおっしゃるとおり、それは各学校の長い課題ではありますが、特

に吉岡小学校においてそれが顕著にあらわれております。年度始めの学級

懇談は、ＰＴＡの役員等のことがありまして、なかなか最後まで授業参観

と同じような方々が残るということもありません。 

 また、授業参観が平日に行われているときなどは、特に保護者の方は休

みをとっていらっしゃるということもありまして、やはり後半の会議に出

るということがない状況が続いていますが、それでも各学校、それぞれ努

力をしまして、伺いますと、特に今年などは児童を最後まで残してという

か、児童のいろいろな発表を織り込んで、帰りに保護者と一緒に帰るよう

な形に切りかえましたら、大変多くの方が残るようになったということ、

また去年はマニフェストを掲げて、学級懇談に何％まで残るというような

目標を掲げて各小学校は取り組んでおりました。 

 現在のところは以上でございます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 保育料につきましては、やはり長期滞納となると、一括で払うとか大変

になると思いますので、短期的にいろいろ徴収する方法を考えていただき

まして、また町外へ移転した方への対応などはどのようになっていらっし

ゃるのでしょうか。それをお伺いいたします。 

 それと、小学校なんですけれども、今回学校でそういういろいろな取り

組みをして、懇談会に臨むような体制をそれぞれの学校でとっていらっし

ゃるということですけれども、残ってくれる父兄のお子さんというのは余

り問題がないと思うのですけれども、なかなかそういうところに来てくれ

ない、それで１年間も学校に足を運んだことがないという父兄も大分多い

ようです。そのようなものですから、そういう人たちに懇談会に来てもら

えるような体制をどのようにしてとるかというのがすごく大事だと思うの

です。 

 そこで、大和町ではないのですけれども、ほかの学校の取り組みとしま

しては、成績表です。今までですと成績表は生徒さんを通じて家庭へお渡

ししているわけなのですけれども、やはり一回も足を運ばない父兄に対し

ては、一度成績表を子供に渡したとしてもそれを回収しまして、そして保

護者の方を呼んで、そして懇談しながら成績表を渡すというのも聞いてい

ますので、そういう方法などもとりながら、とにかく保護者の方に学校に

足を運んでいただいて、そして学校の状況、子供の状況を把握していただ

くということが大事じゃないかなと思っております。その辺についてもお

伺いいたします。 

 それから、先ほどちょっと忘れたのですけれども、家庭学習の手引き、

大変立派にできて、拝見させていただきました。先日の常任委員会のとき

も、この学習の手引きの活用について、これは生徒を通じて家庭に配付す

るだけではなくて、やはりもっと活用方法を考えなければならないのでは

ないかということを質問させていただきました。その後、どのようにご検

討なされたのか、お伺いいたします。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 保健福祉課長瀬戸善春君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸善春君） 

 未納の町外転出者への対応ということでありますが、町外転出者につき

ましても定期的な臨戸訪問による督促あるいは徴収ということで、訪問し

た段階でいただける、内金ですか、そういうふうなこともございますの

で、できるだけ足を運んで納入していただけるように訪問いたしていると

ころでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 教育長堀籠美子さん。 

 

教育長 （堀籠美子君） 

 議員のおっしゃる、ぜひ来ていただきたいご家庭の保護者の方というの

は比較的お見えにならないというのは、どちらの小学校、中学校も話して

おります。 

 保護者会のときに各学校とも、出席簿というのは大変失礼なのでしょう

けれども、お子さんの名簿を置いていて、丸をつけるようにしています。

それで年間通して来ないという方には、特別に各学校、対応はまちまちで

すけれども、配慮をしていると報告をもらっております。 

 それから、家庭学習の手引きについては、大変ご指摘をいただきまして、

その後の活用ということですが、今般は２学期で、今授業参観も終わって

おりますけれども、保護者の方にそこで改めて学校からお話ししてもらっ

ているという状況でございます。 

 また、ウインタースクールが行われますが、ウインタースクールやサマ

ースクールは、自分で勉強するという習慣づけの一つでもありますので、

その席で、夏休み中、自分ひとりで勉強するときはこういうふうにするん

ですよということを、４日あるうちの１日で指導してもらいましたので、

今回もそのように子供たち向けにはウインタースクールの家庭学習の手引

きを使って、自分で勉強するということを指導してもらうように計画はし

ているところでございます。 

 以上でございます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 堀籠日出子さん。 

 

８  番 （堀籠日出子君） 

 保育料の未納につきましては、年々未納額が少なくなっているのは目に

見えていますので、これからも滞納額をなるべくなくすような方向でぜひ

取り組んでいただきたいと思います。 

 それから、学校につきましても、父兄がなかなか足を運ばないというこ

との解消策として、先ほど言ったのは例として申し上げたのですけれども、

父兄の皆さんに一度は足を運んでいただけるような方策をぜひとっていた

だきたいと思います。 

 それから、家庭学習の手引きはあんなに立派にできたのに、それをただ

家庭に配付している。二、三人に聞いてみたのですけれども、「家庭学習

の手引きをどうしていますか」と聞いたら、「多分あると思うけど、どこ

に行ったんだか」と言うのです。そんなものですから、ただ渡しただけで

は意味がないと思うのです。やはり渡して、そして皆さんにページを開い

て見てもらうという方法が大事でありますので、つくったからいいやだけ

ではなくて、手引きにつきましてもある程度回収して、そして何か集まり

とか集会があるときに、それを皆さんに開いて見てもらって、一言ぐらい

話をして取り組むということが大事だと思います。あんなに立派なものが

できたのに、家庭に置いたら、「あの辺にあるとは思うけれども」では、

せっかくつくったものも無駄になりますので、ぜひこれから大いに活用す

る方法でいかないと全然意味がないと思います。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 教育長堀籠美子さん。 

 

教育長 （堀籠美子君） 

 お答えいたします。 

 家庭学習の手引きについては、議員のおっしゃるとおり活用がなければ

ということで、地区懇談会などでは、議員おっしゃるとおり渡っていたと

いう程度のもので、その活用についてまでは至っていない。ただ、保護者
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の何人かの方々は、渡っているのだけはわかっているということでした。

きょう教頭会議がありましたので、その席でも、本来であれば一軒一軒家

庭訪問をして、「こういうのがありますよ」と言うぐらいの気持ちでこの

活用を図ってほしいという指示はいたしました。 

 また、中学校における三者面談というものは受験の進路の相談なのです

が、これにつきましては、どちらの中学校も保護者の方が全員来ていると

いうことなので、先ほどの成績表というのでしょうか、そういう工夫をど

うしても考えていかなければならないというふうに思っております。 

 家庭学習の手引きについては、今後とも活用について、委員会としても

指導を強めたいと思います。 

 以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。10番浅野正之君。 

 

１０ 番 （浅野正之君） 

 関連質問もあるかもしれませんが、ご了解願います。 

 事項別明細書の10ページから11ページにかけた２項２目の児童措置費の

中の子ども手当、これは確認をさせてください。私の認識では、総数が

3,359人、世帯数が2,032世帯、それから乳幼児のゼロ歳から６歳までが

1,367人、小学生が1,316人、中学生676人、これで間違いありませんか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町民課長瀬戸啓一君。 

 

町民課長 （瀬戸啓一君） 

 合計の数字でございますけれども、その後、転入等、出生等がございま

して、総合計で大変恐縮でございますけれども3,437人でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 浅野正之君。 
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１０ 番 （浅野正之君） 

 総数でこのぐらい変わったのですから、すべての欄で変わっておるとい

う認識でいいんですね。 

 そして、これはゼロ歳から中学校卒業まで支給するということで、平成

22年からスタートしたと。今の民主党政権の公約では、最初は２万6,000

円だったものが、財政難を理由に支給額は公約の半額の１万3,000円にな

ってしまったのですが、もちろん県の負担もある、あるいは町村の負担も

ある。基本的には国費でこの子ども手当を考えるのが私は当然だと思うの

ですが、これはどうなんでしょう。町長にお聞きしますが、子ども手当に

よって、あるいは生活保護費がふえて、日本の予算が2.2兆円膨らんだの

です。やはりこれは地方公共団体で抗議として、これは国で全部見なけれ

ばならないのですというような要請活動等は行った経緯があるのでしょう

か。教えてください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 子ども手当でございますが、おっしゃるとおりマニフェストの中で民主

党政権がそういう制度をとるということでスタートいたしております。実

際、支給の段階になりまして、国の財源の不足といいますか、そういった

中で地方自治体にも負担ということで、現段階ではそういった負担があっ

たところでございます。このことにつきましては、新聞等でもいろいろ出

ておるところでございますけれども、地方町村会または県知事会で、そう

いったはずではなかったであろうと。場合によっては支給を拒否するとい

う話まで一部出たところでございますが、そうした場合、やはり国の分も

拒否するというわけにもまいりませんのでということで前回は払った経緯

がございます。そのことについて、現段階も町村会なり、または県知事会、

そういった団体組織として、全体としてそういったことを政府のほうに、

本来あるべき姿にするべきだというような意見は出しております。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。９番馬場久雄君。 

 

９  番 （馬場久雄君） 

 事項別明細書の７ページの財産管理費の光熱水費なのですが、300万の

補正を立てているのですが、説明では、当初は月110万程度見込んでいた

と。今回猛暑の影響があって300万ほど追加になるというふうな説明でし

た。半年以上過ぎておるわけなのですが、旧庁舎と比べた場合、年間予算

だと大体光熱水費でたしか新庁舎が1,420万ぐらい組んでいたと思うので

す。それにプラス300万というふうになるのですが、旧庁舎の場合と比べ

ると、どの程度光熱水費が上がるというふうに思えばいいわけでしょうか。 

 それから、老人福祉費の中の敬老会関係なのですが、扶助費で敬老祝い

金の169万9,000円が減額になっています。これは80歳以上の方への敬老祝

い金の減と、多分100歳を目前にして予定していた方がお亡くなりになっ

たということの中身だと思うのですが、100歳を目前にして亡くなった方

がどのくらいおられたのか教えていただきたいと思います。 

 それから、障害者福祉費の下なのですが、工房七ツ森の調理用器具費約

40万。これは先ほど説明でありましたけど、いろいろな資機材を用意する

わけなのですが、それは今まで12名で使っていたところの備品もおありだ

ろうと思うのですが、新たに全部２カ所分を予算措置しているのか、今ま

で使っていた部分にプラスアルファでこういったものを予算措置したのか、

その辺確認だけしておきます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 財政課長千坂賢一君。 

 

財政課長 （千坂賢一君） 

 新庁舎の光熱水費に関するお尋ねでございます。新庁舎に移りましてか

らというよりも、今年度に入りまして４月から11月までの電気料を集計い

たしますと1,040万ほどになってございます。これを月数で割戻しします

と130万ちょっと超えるくらいの金額になります。ただ、４月、５月ある

いは旧庁舎を解体する前少しの期間、電気をとめるとか、それまでの間に
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ついてはある程度旧庁舎分も一括支出をしておりましたので、トータルの

1,040万の中には幾ばくか旧庁舎分も含まれてはおります。当初の110万の

見込みに対して今の平均ですと130万ということで、年間分については少

し不足するであろうということで今回の補正をお願いしたものでございま

す。ただ、新庁舎におきましては、暖房等もすべて電気設備での対応にな

ってございますので、灯油あるいはガス、そういったものについては使用

しない状況になっておりますので、比較とした場合は、それらを全部トー

タルした中でどうなのかという比較が必要かと思っております。詳細をす

べて集計してトータルという形でまだ１年経過していないので明確な状況

ではございませんが、それらを含みますと、若干マイナスに作用するので

はないかということで見ております。ただ、光熱水費として予算措置した

分が110万という想定をいたしましたので、その分で追加をお願いしたも

のでございます。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 保健福祉課長瀬戸善春君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸善春君） 

 敬老祝い金に関するお尋ねでありますが、80歳以上の方については、敬

老祝い金といたしまして毎年5,500円の支給を行っております。今回22年、

1,624名の方に支給させていただいたところであります。その精算という

ふうなことでの減額でございます。 

 さらに、100歳以上の敬老祝い金特別祝い金でありますが、今回、当初

予算では対象者が10人でありましたが、２名お亡くなりになりましたので

８名というようなことでその分の減額でございます。 

 工房七ツ森への備品関係でございますが、これにつきましては現在の備

品等も使い、不足した部分についての今後予定する備品というようなこと

での措置でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 馬場久雄君。 
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９  番 （馬場久雄君） 

 一番最初の光熱水費なのですが、110万見込んだのが今現在では130万ぐ

らいの月の推移になっているということです。当初予算のときも説明は受

けたのですが、旧庁舎の場合ですと760万ぐらいと。これは中身は違いま

す。電気だけではなくて灯油、ガスとか使っています。新庁舎の場合は、

その約倍、一千四、五百万使うというふうなことでした。猛暑の影響とか

いろんなことがあるかと思いますが、そういったことを踏まえて、旧庁舎

と比べれば、建物も大きいですから相当数かかるのはわかるのですが、夏

冬通して、特に節減を意識した中でやっていこうというふうな取り組み方

を考えていらっしゃるのかどうか、その辺あればひとつお伺いいたします。 

 それから、敬老祝い金に関してはわかりました。２名の方が100歳目前

でお亡くなりになってその方を含んでの措置と。 

 あと、工房七ツ森なのですが、これは作業室、休憩室ありますが、この

傘立てというのは、あそこはやはり持ち込まないと、上まで持っていかな

いとだめなんでしょうね。傘立てを設置するというのは。１階にあったよ

うな気もしたのですが、確かではないのですけど、要らないというわけで

はないのですけど、そういった形で１階に置いてはなくしたりとかという

ことがあるとすればこれは必要なわけですけれども、今の説明で、既存の

設備も利用しながら足りない分の補充ということでそれは理解いたしまし

た。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 財政課長千坂賢一君。 

 

財政課長 （千坂賢一君） 

 新庁舎での光熱水費の節減の策といいますか、そういったことのお尋ね

でございました。 

 １年分というよりも22年度の全体として集計して、旧庁舎との比較とい

う部分については整理をしたいと思っております。あわせまして旧庁舎か

らのみ職員外異動ではない部分もありますので、その辺ものを含めてどう

比較したらいいのかという部分もあわせて検討したいと思っております。 

 節減策につきましては、独自ではございますけれども、ＩＳＯへの取り
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組み等々の経験を踏まえて取り組んでおりますので、そういった部分を含

めて不要な部分についてはスイッチを切るとか、そういった対応を継続し

て、できるだけ節減を図ってまいりたいというふうに思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 保健福祉課長瀬戸善春君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸善春君） 

 傘立てでありますが、今回の活動の内容には、自分の持ち物の整理整頓

ということも含まれておりますので、やはりそういう対応で自分の持ち物

の整理整頓もきちんとするということの部分も含めて必要とする部分でご

ざいます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。16番桜井辰太郎君。 

 

１６ 番 （桜井辰太郎君） 

 18ページの社会教育総務費の８節で中学生の議会が開催される予定であ

りますけれども、日にちについては別にいたしましても、今までも開催さ

れてきたわけですが、あの中学生の意見をまちづくりに反映できるような、

そういうシステムを考えていったらどうかなというふうに私なりに感じる

わけです。例えば、町民賛歌というような歌があったらいいのかとか、あ

るいは欲しいのかとか、そういうのを子供たちに問いかけながら、その考

え方を聞いてみるとか、そういうふうにすることによって、例えば子供た

ちの議会の中で可決されたことが、この本会議の中で全会一致で通ってい

くだとか、そういう子供たちに夢を与えられるような議会があるならば、

中学生の議会というものについての考え方を少し考えながら、自信が持て

る子供たちを育てられるのではないかというふうに私なりに感じるわけで

ありますが、そのことについて日程や計画や、そういうふうな詳細があり

ましたらば、私の質問に答えながら述べていただきたいと思います。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 生涯学習課長八島勇幸君。 

 

生涯学習課長 （八島勇幸君） 

 子ども議会に対するご質問でございますけれども、本年が大和町町政施

行55周年、あるいはこういった立派な議場、あるいは庁舎ができたことに

よりましてというような形で計画をいたしたものでございます。第１回の

内部の検討といたしまして、各学校の教務主任あるいは生徒指導担当の先

生、あるいは町の担当職員によりまして第１回目の打ち合わせ会を開催さ

せていただきました。その席では、やはり先ほど桜井議員おっしゃられた

ような子供たちが物を言わなくなったり、あるいは投票率が低下している

ような状況下におきましては、非常に有意義なものであるというふうなお

話をいただいておりますので、こういった意見を賜りながら、やはり実の

ある内容としての子ども議会という形で考えてみたいと思っているところ

でございます。 

 実施時期につきましては、第１回の打ち合わせ会を８月中に実施いたし

ておるところでございますけれども、その際には、年内中につきましては

いろいろな研究発表とかがありまして忙しい時期であり、年明けの１月か

ら２月にかけての議会の開催されない月というような方向で、ただいま検

討いたしておるところでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 桜井辰太郎君。 

 

１６ 番 （桜井辰太郎君） 

 趣向が変わったというふうにありました。私もそのとおりだと思います。

やっぱりこの町に生まれて、育って、出会って、そして勉学をし、そして

多くの歴史を学びながら、子供たちが本当にここに住んで、生まれて、お

父さんやお母さんに感謝しながら育っていき、そしてこのまちづくりに参

加をしているんだというふうな意識づけの中で、今回の中学生議会を進め

てほしい。そうすることによって、中学生の中には相当な正義感も育つ、

そういう子供たちも多くなってくるというふうに私なりに感じます。欲を
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言うならば、子供たちの議会を子供たちに傍聴させることだって必要では

ないかというふうに私なりに感じております。ですから、そういう心の誇

り、そして本当に大和町で生まれ育ってよかったと言えるような中学生議

会を私は望むわけでありますが、もう少し突っ込んだ説明があるならばお

願いをいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 生涯学習課長八島勇幸君。 

 

生涯学習課長 （八島勇幸君） 

 中学生議会につきましては、今議会におきまして浅野正之議員さんから

小学校の授業参観の状況というような形で、子供たちの声が非常に低いと

か、あるいはその必要性は堀籠英雄議員さんのほうから前回の議会におき

ましてお話しいただいているところでございまして、こういった意を受け

まして開催させていただきたいと考えているところでございますけれども、

やはり中学校の担当の先生からは、実のある中身でもってというふうなお

話がございまして、何かスローガン的なものを考えて、それを議決して取

り組んだらいかがでしょうかとか、そういったご提案もいただいていると

ころでございます。これにつきましては、今後実施方法につきましていろ

いろ検討をさせていただきたいと思っております。 

 それから、中学生議会等の広がりをというような形でございます。大和

町には228名の２年生がおりますけれども、できればこういった方々を全

員ここにお招きをして、一度見学をしていただき、そして、傍聴をしてい

ただく。実際議員になられる方は少数かもしれませんけれども、いろいろ

聞きながらという形での広がりを持たせた中学生議会という形で考えてみ

たいと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。11番鶉橋浩之君。 
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１１ 番 （鶉橋浩之君） 

 何点かお伺いをしたいと思います。 

 最初に７ページの財産管理費。この中の委託料なのですが、施設管理委

託2,700万の減額をしています。これは財産管理ですから、新庁舎を含む

財政課所管の財産に関する管理費だと思うのですが、当初予算からすると

かなり大幅な減額になっているのではないかなと思いますので、この内容

をひとつお聞かせいただきたいと思います。 

 それから、その下の交付金の分収造林の関係なのですが、今回金取南、

それから八志田地区、説明のような形で国有林の分収金の分配がなされる

ということでございます。今まで何回も申し上げている経過があるわけな

のですが、民有林等々に対しては、こういった伐採、開伐をしても、なか

なか新植に至らないというようなケースがほとんどだったのですが、今回、

国有林が分収林の中でこれだけ開伐、伐採をして処分をするということな

のですが、国ですから、国有林ですから、新植等々の計画があるのかどう

か。国にも２割の分収割合があるわけなので、そういった交渉があるもの

かどうかひとつお聞かせをいただきたいと思います。 

 それから、12ページ保健衛生総務費の繰出金なのですが、これは水道事

業の中で伺えばいいのかなと思いますけれども、たまたまここの説明が保

健福祉課のほうからございました。この中で、水道事業会計で1,092万ほ

どの繰り出し、これは高料金対策だというようなことだったのですが、こ

の繰り出し基準が変更になったという説明がございました。どのような変

更があったのか、基準の変更でございますから、この際お伺いをしておき

たいと思います。 

 それから、次のページの農地費なのですが、この中での勝負沢ため池の

関係です。これは３月の当初予算のときにもお伺いした経過がございます。

勝負沢ため池については、老朽化が著しいというようなことで採択をして

いただきまして、21年から25年までの事業ということで採択をされておっ

たと。当初では7,400万、たしか600何万の大和町の負担金を計上しておっ

たところなのですが、今回大幅に増額補正がされたと。恐らく21年から25

年までの事業なのですが、今年度当初分と今回の補正を合わせると、事業

のかなりの部分が遂行されるのではないかというふうに思うのですが、今

回この補正によって、いわゆる出来高としてどの程度になるのか。農業の
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整備予算が、非常に当初、新政権になって危惧されたわけなのですが、今

回このようになったというようなことなので大変喜ばしいわけなのですが、

そういった経緯、経過もあわせてお伺いをしておきたいと思います。 

 それから最後に、災害復旧で小鶴沢線、これは９月の決算議会の際にで

き上がったということで特別委員会でも現場を視察した経緯がございます。

今回このようなのり面の崩壊があったというようなことで災害復旧費211

万ほど計上されたということなのですが、こののり面の崩壊というのは、

いつの災害で起きたものなのか。９月の時点では何でもなかったので、そ

の災害の内容を詳しくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 財政課長千坂賢一君。 

 

財政課長 （千坂賢一君） 

 財産管理費中の庁舎管理費の委託料の減額の理由でございますけれども、

こちら新庁舎に移転をいたしまして、新庁舎の各種設備等の管理と守衛、

それから清掃も含めまして一括の入札を行ないました。期間については３

年間ということで、積算の上実施をしたところでございますけれども、落

札が見込額の３分の１ぐらいの数値であったということで、当初は三千何

百万の予算を措置しておったところですが、1,134万円という結果になり

ましたので、それに伴います減額を行うものでございます。 

 それから、国有分収造林の関係につきましては、今回につきましても地

域の皆様、造林に携わった方々が高齢になっておられるという部分もござ

いまして、早期の伐採をというような要望を受け、国のほうへその旨をお

伝えいたしました。それで入札の執行という形になってございます。伐採、

搬出後につきましては、契約を解除して返地をするという運びになる予定

でございますが、その後の植栽につきまして、具体的に国のほうで計画を

お持ちかどうかという部分についてまでは、詳細のお尋ねはいたしていな

いところでございます。現状の森林を取り巻く状況等からしますと、最近

ではＣＯ２削減での効果という部分もありまして、少し風向きは違う状況

であろうかと思いますが、すべてに即座に新植されるかという見込みにつ



 ２７ 

いては、なかなか厳しいところがあるのかなというふうには思っておりま

す。具体的には確認をいたしてございません。以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 上下水道課長堀籠 清君。 

 

上下水道課長 （堀籠 清君） 

 保健衛生総務費の28節繰出金でございます。これは水道事業会計へ

1,092万4,000円を繰り出すという内容でございまして、高料金対策補助金

の繰り出し基準の改定による補正ということでございます。これにつきま

しては、総務省自治財政局長通知によりまして、平成21年度におきます資

本費の基準額は172円ということで示されてございますが、平成22年度に

おきまして167円に改定されました。そのようなことから、この改定の単

価差５円につきまして、前々年度の年間有収水量に乗じた額を一般会計か

ら繰り入れという通知が示されましたので、そのことによりまして今回補

正をいたしたものでございます。よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

 勝負沢ため池に係ります出来高のご質問でございますけれども、勝負沢

ため池につきましては県営事業でございまして、事業費は当初1,000万、

その後5,900万、合計6,900万が第１期工事ということになりまして、今回

平成20年の経済危機対応・地域活性化予備費という財源でもって7,400万

の追加ということで、合計で１億4,300万というふうになってございます。

この第１期分につきましては、22年度ということで財源の出来高からしま

すと48％、あと残り7,400万につきましては残り52％ということで、これ

は繰り越しをして23年度というようなことでございまして、ほぼ23年度で

完成というような予定でございます。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 都市建設課長高橋 久君。 

 

都市建設課長 （高橋 久君） 

 災害復旧関係のお尋ねでございます。町道小鶴沢線の今回の災害でござ

いますが、本年の10月31日から11月１日にかけまして降った雨によりまし

てのり面の崩壊がございまして、その災害復旧をするものでございます。

当該地のところにつきましては、平成18年に改良工事を行った箇所でござ

います。現地を調査いたしまして見たところ、ちょうど水がわきやすい状

況があって、それが崩壊の原因になったのではないかということでござい

ますので、この復旧に当たりましては、そういった対策もとりまして行っ

ていきたいというふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 鶉橋浩之君。 

 

１１ 番 （鶉橋浩之君） 

 まず財産管理費なのですが、そうしますとこれはこの新庁舎の清掃管理

から宿直、これは全部含めてこのような減額で済むというように理解でき

るわけです。入札の執行の結果、新庁舎の分については予定金額の３分の

１くらいの入札執行で済んだというようなことでございますから、非常に

経費節減になったというようなことで、喜ばしいことであるというように

思うわけなのですが、管理に当たっては安くなったからというようなこと

だけでなく、ひとつしっかり管理されるように注意をなさっていただきた

いと思います。 

 それから、分収契約については、国のほうでの考え方をまだ把握してい

ないというようなことなのですが、やはり２割は国に入るわけですから、

本町の山林というようなことで、国有林ですから、できれば新植なされる

ような形で働きかけもあればいいのかなというふうに思ってございます。 

 それから、水道事業ですが、ことし年度途中で資本費に関する高料金の

部分の単価の改定によるというふうな理解でいいんだろうと思いますけれ
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ども、５円掛ける有収水量というようなことで、その差額がこうだという

ふうになるわけですね。結果として、今回の繰り出しは、当初分からする

とまだ１割には満たないわけですよね。高料金ですから、当然その対象と

なる簡易水道等の部分が大きいんだろうと思いますけれども、この高料金

対策に直接該当するのが、100％該当するといいますか、簡易水道だと思

うのですが、本町の簡易水道についての年間の有収水量というのはどのく

らいになっているのか、この際ですからお伺いをしておきます。 

 それから、農地費の勝負沢の関連なのですが、今回の補正分は繰り越し

の措置になるだろうということで、この事業は今回の補正措置によってほ

ぼ完成ということですから、21年から25年の事業というのを大幅に前倒し

して完成をするということなので、大変喜ばしい限りであります。予定さ

れた事業期間が延びる事業はあっても、短縮される補助金事業というのは

なかなかないわけなのですが、こういうような事業も中にはあるというよ

うなことで、本当に町長初め関係者の皆様方に感謝と敬意を表したいとい

うふうに思うわけなのですが、11月初旬に県事業の町村負担金の問題の記

事があったわけです。この中で、県事業においては、11年度分から県の事

務費は徴収しないというような記事があったわけなのですが、その中で、

農林水産分野では工事費と事務費の分担の内訳を明らかにしていないとい

うようなことで不明な部分があったわけなのですが、今回のこの予算措置

の中で、そういった事務費の分担というのは、今回はどういう措置になっ

ているのか、お伺いをしておきたいと思います。 

 それから最後の災害の関係なのですが、10月30日と11月１日の降雨、こ

れは総雨量でかなりの雨量があったというようなことなのか。それとも、

短時間の雨量でこういう災害になったということなのか。ことしの10月末

から11月初め、そんなに大きな豪雨というのはあったように記憶してなか

ったものですから、やはりこういうようなことが起きると、集中豪雨とい

うのはたびたび起こるわけなので、今後被害の拡大が心配されるわけなの

ですが、その辺はどういうふうに見ていらっしゃるか、お聞かせをいただ

きたいと思います。 

 以上です。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 財政課長千坂賢一君。 

 

財政課長 （千坂賢一君） 

 財産管理費の関連でのご質問が二つありました。 

 庁舎の管理につきましては、トータルの管理としてお願いをいたしまし

たので、受託をいたしました会社におきましてもしっかりと行うという部

分がございますけれども、我々も日常の報告を受けながら対応いたしてお

りますので、なお留意をして管理に当たりたいと思っております。 

 それから、国有分収林の伐採後の扱いでございますけれども、そちらに

つきましては所管事務所のほうに申し入れと、計画があるのであればそう

いった内容を把握しておきたいと思っております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 上下水道課長堀籠 清君。 

 

上下水道課長 （堀籠 清君） 

 高料金対策に関します繰り出し基準でございますが、その通知によりま

すと、自然条件等により建設改良費が割高なため、資本費が著しく高額と

なるものにつきましての料金格差の縮小に資するために資本費の一部につ

いて繰り出しするための経費であるというふうなことになってございます。

それで、172円以上の資本費の部分についてというふうなことでございま

したが、今回167円に改められたというようなことでございます。これに

つきましては４月後半の通知でございましたので、当初予算の時期に間に

合わない時期でございましたので、今回の補正ということになった次第で

ございます。上水道の建設改良費が割高についたために資本費が著しく高

額になった部分についてというふうなことでございます。 

 あと、簡易水道事業の年間の有収水量でございますが、平成21年度実績

で３万1,726トンという数字になってございます。今年度につきましては

３万2,500トンという数字を予定してございます。 

 以上でございます。 

 



 ３１ 

議  長 （大須賀 啓君） 

 産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

 県事業に係る事務費の関係でございますが、今回につきましてはガイド

ラインということで、工事費の11％ということで工事請負に係る分を負担

しております。7,400万の11％ということで814万ということになっており

まして、事務費につきましては、現在はそのままというような形でござい

ます。2011年度から県事務費は徴収しないということでございますので、

その後、連絡を受けて対応したいと考えております。 

 以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 都市建設課長高橋 久君。 

 

都市建設課長 （高橋 久君） 

 災害復旧の関係でございますけれども、当時の雨の降り方でございます

が、一時的には強い降り方もございましたけれども、全体としてそう多い

降雨ではなかったというふうなところでございます。升沢の降り方が全体

として80ミリ以上ということでくくりはありましたけれども、それ以外で

ございまして、40から60ぐらいの普通の雨のような状況、一時強い降り方

があったということで、国災には該当しないということで今回の対応にさ

せていただきたいということでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 鶉橋浩之君。 

 

１１ 番 （鶉橋浩之君） 

 県の勝負沢ため池の関係なのですが、そうすると、今回の措置の中では、

いわゆる事務費の部分はカウントされているというふうにとらえてよろし

いのですか。 

 



 ３２ 

議  長 （大須賀 啓君） 

 産業振興課長庄司正巳君。 

 

産業振興課長 （庄司正巳君） 

 そのとおりでございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。６番髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 それでは、事項別明細書の17ページの教育費、中学校費の設備費の中で

障害児用トイレの改修ということで予算を計上されております。この改修

の概要をお伝えいただきたいということと、そのことによってどういう利

用しやすさがあるのか、お聞かせください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 教育総務課長織田誠二君。 

 

教育総務課長 （織田誠二君） 

 中学校の施設整備に関しての質問でございます。今回の施設整備につき

ましては、トイレの改修ということになります。現在、来年の４月に宮床

中学校に入学される生徒さんの中に障害を持っていらっしゃる方がいます。

そのために滅菌したものを使うというようなことで、部屋が狭いというこ

とである程度の部屋を確保する、広くするということが一つ。それからト

イレなのですが、自動洗浄ということで、そういった機能を持ったトイレ

に改修するということ。それから、自動手洗い機、センサーで水が出てく

るものといったものに改修しようとするものでございます。そのことによ

りまして、そのお子さん、自己導尿をやっているのですが、自分でその部

屋でできるということで、安全で便利に使えるということになると思いま

す。以上です。 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 それでは、既存の施設の躯体をいじるだとか、あるいは間口を広げるだ

とか、あるいはフラットにするだとか、そういうものでなくて、言ってみ

れば後づけでいろんな装置をつけるという範囲でよろしいのか。というの

は、このトイレの改修の範囲にとどまっていいのかということが私として

心配なところで、例えば教室あるいは校舎への出入り等々について、そう

いった何らかの対応が必要なのではないかということをお伺いしたいわけ

なのですが。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 教育総務課長織田誠二君。 

 

教育総務課長 （織田誠二君） 

 お答えします。 

 躯体の整備までの必要はないということで、その方については歩行も十

分できますし、特に支障なく生活は送れるのですが、ただトイレの関係だ

けちょっと部屋が狭いというようなこととか、そういった機能がなければ

ちょっと不便であるというふうなことで、そういった意味での対応という

ことになります。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 髙平聡雄君。 

 

６  番 （髙平聡雄君） 

 その方についての対応はわかりました。重ねてお伺いをしますが、各学

校の施設でバリアフリーだとか、特にトイレ、出入り口等々、そういった

ものに対する現在の配慮というのはどの程度のことなのでしょうか。また、

教育の機会の均等という観点からも、車いすあるいは他の障害者の方であ

っても、できるだけ同じ環境の中で学習を受ける機会を確保するという観
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点から、そういった施設整備というのは最低限必要なのではないかという

ふうに思うのですが、現状をお聞かせください。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 教育総務課長織田誠二君。 

 

教育総務課長 （織田誠二君） 

 お答えします。 

 最近建てられている建物については、すべてバリアフリーのものになっ

ているということになっていますが、ただ、古い建物の一部については、

十分にそういった施設整備がされていない部分があるかと思います。そう

いった意味では、だれでも安全に利用できるような施設整備には努めてい

かなければならないというふうには考えております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第71号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩します。 

 休憩時間は10分間とします。 

 

         午後２時４５分  休 憩 

         午後２時５５分  再 開 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 休憩前に引き続き会議を開きます。 

                                            

日程第９「議案第７２号 平成２２年度大和町国民健康保険事業勘定特別会計 

補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第９、議案第72号 平成22年度大和町国民健康保険事業勘定特別会

計補正予算を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第72号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第１０「議案第７３号 平成２２年度大和町介護保険事業勘定特別会計補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第10、議案第73号 平成22年度大和町介護保険事業勘定特別会計補

正予算を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。４番平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 これは事項別明細書39ページ、歳出のほうで一般管理費の19節の負担金

及び交付金2,625万円の減額でありますが、これは、この前の全員協議会
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等々でお話ししましたとおり、認知症高齢者グループホームを今回22年度

に開設する予定であったものが、特別養護老人ホームを建てるために今回

これをつくらないということでの減額だと思うのですが、町長、特別養護

老人ホームができたからグループホームは要らないんだというような全員

協議会での私の質問のときの町長の答弁でありましたが、グループホーム

と特別養護老人ホームはまるっきり資質が違うものなんですよね。よりよ

いものができたからグループホームは今回見直すというようなお話であり

ましたが、これは県の３期計画の事業の中で、今年度23年度までの補助金

なのです。町でこの2,600万を出すのではなく、町がグループホームをつ

くる方と県の間に入って県からの補助金の仲介をするだけなのです。町で

は一銭も出していないはずなのです。それを結局今回は見送ったというこ

とですが、県では23年度までであって、この次の４期計画に補助金が出る

か出ないかまだわからない。そして、このグループホームというのは、要

支援２のほんとに軽い方が入れるわけです。今度つくる特別養護老人ホー

ムは、介護度３以上、自宅で自分ではできない、家族も大変だからその施

設にどうしても頼むというような方々が今度大和町でつくる特養ホームに

なるのです。このグループホームというのは、ひとり暮らしとか、二人で

も高齢者になって、少し料理するのが大変だ、ひとり暮らしでは危ない、

そういう方々が入る施設です。確かにグループホームは月々12万から14、

15万ぐらい個人負担があるのです。だれでも入れるわけではないです。た

だ、特養の場合は５万から６万ぐらいで入れるから、容易に入れるという

わけなのですけれども、この違い、町長ご認識ありますか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 グループホームと特養の違いは認識いたしております。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 
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４  番 （平渡髙志君） 

 であるならば、結局今、厚生年金また共済年金等々、高い年金をもらっ

ている方側、重病でなくてもひとり暮らしとか高齢者二人暮らしでも不安

なために入りたいという方が結構おるんですよ。昨年は１棟グループホー

ムが吉岡にできました。今回第４次計画で、ことしで２棟をつくるという

話だったのですけれども、今回これを見直すということで24年度に特養が

できる。その後を見守っていきたいとなると、それはいつごろになるので

しょうか。このグループホームは立ち消えになったわけではないというの

ですけれども、この先何年先に延ばすおつもりなのかお伺いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 初めに、特養ができたからグループホームが要らないという言い方は、

私はしておらないと思います。そこはお間違いのないように。 

 それともう一つ、グループホームは確かに第４次総合計画の中でやって

まいったところでございます。ご承知のとおり、なんてん等々やって進め

てまいりました。その中で、今回グループホームの先を越して特養になっ

たという経緯がありました。この件につきましては、ご承知のとおりいろ

いろな県の補助のあり方なり、今の待機の方々のあり方なり、そういった

ものを総合的に判断をして、どちらが先というのはなかなか難しいところ

ではありますけれども、特養を優先ということにしたところでございま

す。 

 グループホームはいつごろということでございますが、これにつきまし

ては、今度の第５次介護保険計画の中等々で検討をしていきたいというふ

うに考えております。 

 ご承知のとおり、介護保険料につきましては、施設ができる、その建物

についての補助はもちろんあるわけでございますけれども、入所する等々

の関係で、介護保険料というものにも影響してまいります。そういったこ

ともございますので、介護保険料がなるべく上がらない中で押さえたいと

いう気持ちもあります。ただ、今自然増といいますか、サービス等々のや
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り方で、どうしても介護保険料を上げざるを得ない状況にある中でござい

ますので、そういった中で、できるだけ抑えた中での施設の充実といいま

すか、そういったものを考えて今回特養ホームを来年度からやるというよ

うな考え方で皆様方にお話をし、ご理解をちょうだいしたというふうに思

っております。 

 グループホームにつきましては、先ほども申しましたけれども、第５次

介護の中で今後の見通しも含めて検討した中で考えてまいりたいというふ

うに考えておるところでございまして、これはグループホームだけではな

いのですけれども、そういったものにつきましては、今後高齢化社会とい

うこともある中で、または大和町の環境を見た中で進めていかなければい

けないというふうに考えておるところでございます。 

 以上です。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 平渡髙志君。 

 

４  番 （平渡髙志君） 

 要らないと言ったわけではないということですが、私のときの答弁で

は、よりよいものができればいいというような町長のお話はあったはずで

あります。よりよいということは、グループホームよりもっといいものが

ある。確かに100人希望でありますから、今そういう方々がうちで介護を

受けていらっしゃる方々が入れる要素はあるのです。ですけれども、介護

３、本当に大変な方々しか入れないということも町長これは認識していた

だきたい。また、これは大和町だけの100人が入れるわけではないです

ね。これは宮城県内から結局来るわけですよ。ただ、グループホームの18

部屋の方々は大和町の方々が入れるようで、程度も比較的認知症がこれ以

上進まないような、普通の正常な生活はできるんですけれども、高齢のた

めこれ以上進まないような、またひとり暮らしでだんだん認知症が進んで

いく方々が、そういうグループホームに入っていろいろな話をしながら認

知症がだんだんよくなっていくというような施設でありまして、まるっき

り違うのですよ。この老健というのは、もうそれ以上直すというよりは介

護を専門ですから、大体動けない方々が多いのです。そういうものであり
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ますから、まるっきり違うのです。ですから、特養は特養でやっていただ

くのも私は本当に賛成です。ただ、もう一方でグループホームというのも

一緒に並行してやっていかなければ片手落ちではないかなと思うのです

が、いかがでしょうか。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 町長浅野 元君。 

 

町  長 （浅野 元君） 

 特養もグループホームも同じだと思うのですが、地元の人だけが入れる

というものではなくて、どこからでも入れるというようなものであるとい

うことです。 

 どちらが大切とかということではなくて、その人その人にとってはすべ

てがみんな大切なところでございますので、そんなランクづけをしたつも

りは私はございませんが、もし議員がそういうふうにおとりになったとす

れば、言い回しが悪かったというふうに思いますので、そこはこの場で訂

正を、考えのほうも、私の考えは違うということをご理解いただきたいと

思います。 

 そういった中でございますが、その施設について、現段階でそういった

特養のほうに切りかえたということはさっき申し上げたとおりでございま

して、だからグループホームをやめたということではないということも申

し上げております。状況をその辺の計画の中で、今後のあり方というもの

は、今後グループホームだけではなくてほかの施設とか、そういったこと

もある中で、総合的にバランスよく考えていかなければいけないと思って

おりまして、こちらだけ、こちらだけという思いでやっているということ

はありませんので、その辺はご理解をいただきたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。２番松川利充君。 

 

２  番 （松川利充君） 

 それでは、その特養ホームについてですが、事業者が決定してからそん
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なに時間はたっていないのでありますけれども、その計画が予定どおり順

調に進んでいるのか、お伺いをしたいと思います。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 保健福祉課長瀬戸善春君。 

 

保健福祉課長 （瀬戸善春君） 

 特養ホームに係る事業の進捗状況のお尋ねであります。 

 この事業計画におきましては、やはり資金計画の中で福祉機構といいま

すか、融資を受けるというふうな予定でございます。そういうふうな段階

で、今福祉機構と県の事業計画の最終的な段階に来ております。今月の半

ばごろまでには、おおよその最終的な計画が煮詰まるというような段階で

ございます。以上でございます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第73号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第１１「議案第７４号 平成２２年度大和町宮床財産区特別会計補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第11、議案第74号 平成22年度大和町宮床財産区特別会計補正予算

を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に
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入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 質疑ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第74号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第１２「議案第７５号 平成２２年度大和町吉田財産区特別会計補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第12、議案第75号 平成22年度大和町吉田財産区特別会計補正予算

を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第75号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第１３「議案第７６号 平成２２年度大和町落合財産区特別会計補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第13、議案第76号 平成22年度大和町落合財産区特別会計補正予算
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を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第76号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第１４「議案第７７号 平成２２年度大和町後期高齢者医療特別会計補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第14、議案第77号 平成22年度大和町後期高齢者医療特別会計補正

予算を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第77号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第１５「議案第７８号 平成２２年度大和町下水道事業特別会計補正予算」 
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議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第15、議案第78号 平成22年度大和町下水道事業特別会計補正予算

を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第78号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第１６「議案第７９号 平成２２年度大和町農業集落排水事業特別会計 

補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第16、議案第79号 平成22年度大和町農業集落排水事業特別会計補

正予算を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第79号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 
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日程第１７「議案第８０号 平成２２年度大和町戸別合併処理浄化槽特別会計 

補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第17、議案第80号 平成22年度大和町戸別合併処理浄化槽特別会計

補正予算を議題とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第80号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第１８「議案第８１号 平成２２年度大和町水道事業会計補正予算」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第18、議案第81号 平成22年度大和町水道事業会計補正予算を議題

とします。 

 本案については、提出者の説明が終了していますので、これから質疑に

入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議案第81号を採決いたします。 
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 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

                                            

日程第１９「委員長報告（平成２２年請願第２号 「入札契約制度の適正な制度設 

計と地元企業に対する適正な評価に関する請願書」）」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第19、委員長報告（平成22年請願第２号 「入札契約制度の適正な

制度設計と地元企業に対する適正な評価に関する請願書」）を議題としま

す。 

 ここで17番大崎勝治君の退場を求めます。 

    〔17番大崎勝治君退場〕 

 本件に関し、総務常任委員会委員長の報告を求めます。委員長髙平聡雄

君。 

 

総務常任委員会委員長（髙平聡雄君） 

 それではご報告をさせていただきます。 

 大和町議会議長大須賀 啓殿。総務常任委員会委員長髙平聡雄。 

 請願審査報告書。 

 本委員会は、平成22年９月17日に付託された請願について審査の結果、

別紙のとおり決定したので会議規則第94条の規定により報告をいたします。 

 平成22年９月15日。紹介議員、平渡髙志議員、堀籠日出子議員、堀籠英

雄議員、秋山富雄議員、伊藤 勝議員、中川久雄議員。 

 請願者の住所氏名。大和町吉岡南二丁目４番地の10、くろかわ商工会工

業部会大和支部長高嶋征夫。 

 件名。入札契約制度の適正な制度設計と地元企業に対する適正な評価に

関する請願書。 

 平成22年９月17日、９月定例会において総務常任委員会に付託をされま

した。 

 平成22年10月21日、町の入札制度の概要について財政課より説明を受け

ました。その後、委員会で請願内容について協議をいたしました。 
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 平成22年11月10日、紹介議員及び請願者より請願の趣旨等について説明

を受けました。その後、委員会として協議をいたしました。 

 平成22年11月19日、請願内容の疑問点について紹介議員より再度説明を

受けました。その後、委員会として協議を行いました。 

 平成22年11月25日、請願内容について協議をいたしました。と同時に、

今12月定例会の委員長報告案について協議をいたしております。 

 平成22年12月10日、12月定例会の委員長報告の最終案の確認をいたしま

した。 

 委員会の意見でございますが、平成22年９月17日に付託された本件につ

いては、当委員会において請願者並びに紹介議員から意見等を聴取すると

ともに、町の入札制度を踏まえ慎重に審議をいたしました。 

 今回の請願は、地元建設企業の昨今の経営基盤の危機的状況を踏まえ、

技術と経営に優れた優良な地元建設企業が適正な利潤を確保し、地域経済

の発展と雇用拡大に寄与できる健全な企業への再生・発展を図るために、

町の入札制度の改正をお願いする内容でございました。 

 本委員会といたしましては、請願事項と現在の町の制度に照らし合わせ

てみますと、まず一般競争価格を3,000万円以上とすることについては、

現在町では2,000万円以上としており、さらに町の入札監視委員会では、

1,000万円以上にすべきとの意見や、予定価格の公表を事後公表すること

との要望については、談合防止の観点から、町では事前・事後公表をラン

ダムに行っているところであり、また、最低制限価格制度による基準価格

及び低入札調査基準価格制度を導入する場合の基準価格を90％にすること

についても、一定の請負工事についてはよいと考えられますが、現在町で

年々増加傾向にあります委託関係業務に及ぼす影響が大きく、現在の委託

業務等の入札実績から見て、現段階では町にとって不利益になると考えら

れます。町の入札制度は、工事のみでなく委託等の入札に係るものすべて

を対象といたしております。このように現在の町の入札制度とのギャップ

は大きいところでありますが、他に先駆け最低制限価格の上限を90％に引

き上げた長崎、佐賀、新潟の各県の実例を含め、国の入札制度の動向等を

かんがみますと、入札制度の抜本的な改革が今後必要と思われますので、

本委員会といたしましては、町に対し、国・県・隣接市町村等の推移を的

確に把握し、入札制度の調査・研究を行い、早急に検討されるよう求めて
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まいりたいと思います。 

 今回の請願については、昨今の地域経済状況の地元建設企業は長年にわ

たり社会資本整備を通じて雇用の確保を初め、災害復旧支援活動や道路・

河川清掃活動等の地域貢献活動もいただいているところであり、今後とも

地域経済発展の支えとなるよう願っているところであります。国の緊急経

済対策の中で、国土交通省が本年３月にまとめた地域建設業の振興に関す

る緊急対策の実施に向けた地方自治体等への通達等、国の入札制度に対す

る動向等を踏まえ、委員会として採択すべきと決定いたしたところでござ

います。 

 議員各位におかれましては、趣旨ご理解の上、採択いただきますことを

切に願って委員会委員長としての報告とさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 これから質疑に入ります。質疑ありませんか。９番馬場久雄君。 

 

９  番 （馬場久雄君） 

 前にいただきました請願を拝見いたしましたが、請願事項としては、１

の入札契約制度の適正な制度設計、２として地元企業に対する適正な評価

についてというのが２項目出ているわけです。 

 今、委員長から説明がありました前段の部分、適正な制度設計について

の方法論として一つ、二つ、三つ、四つと書いてあります。今、委員長が

入札監視委員会ではこういった傾向でありますよと。あとは談合防止の観

点から事前・事後公表はランダムにやっているんだよと。それから、最低

制限価格制度、それは請願者が方法論としてはこういったものも考えられ

るのではないかとして出しているわけです。 

 ９月議会でも入札執行の概要報告書をちょうだいしています。当然総務

委員会でも、そういったことを踏まえてこの前段の部分に書いたんだろう

と思いますが、これを読みますと、結果的には採択というふうなことであ

りますので、別に不採択というような条項は入っておりませんが、いずれ

こういったことは国の動向、県の動向等を踏まえて、大いに町として検討

すべきだと、そういった内容と理解していいんですよね。こういったこと
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で不可能だということではなくて、これは、監視委員会としてもこういう

傾向にあるんだよというふうなことが総務委員会としても議論等々なされ

たのかどうか。それを１点お伺いします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 委員長髙平聡雄君。 

 

総務常任委員会委員長（髙平聡雄君） 

 ただいまの馬場委員のご質問でございますが、今お話をいただいたこの

前段に係る案文につきまして、このことは現行の大和町で行っている入札

制度の実態等、請願のあったものの違いというものを皆様にも改めてご報

告をさせていただいたということでございます。 

 また、この件についても、さまざまな角度からご意見をいただき、町の

担当課、担当官並びに請願者を含めた説明員の方々から現状を十分にお話

しいただいて、その中で先ほど後段に書かれてありますように国の緊急対

策、あるいはそれとは別にしても先駆けて請願の趣旨に沿ったような形で

行っている県、地方自治体も現存しているということもございましたので、

そういった意味からも現状のギャップはあるにしても、今後十分に検討を

進めていくべき課題であろうということで、趣旨は間違いないということ

での採択ということにさせていただきました。よろしくお願いいたします。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないようですから、これで質疑を終わります。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから請願第２号を採決いたします。 

 この採決は起立によって行います。この請願に対する委員長の報告は採

択であります。この請願は委員長の報告のとおり決定することに賛成の方

は起立願います。 
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    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、請願第２号は委員長の報告のとおり採択するこ

とに決定しました。 

 17番大崎勝治君の入場を求めます。 

    〔17番大崎勝治君入場〕 

                                            

日程第２０「議発第２号 ＴＰＰ交渉参加阻止に関する意見書」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第20、議発第２号 ＴＰＰ交渉参加阻止に関する意見書を議題とし

ます。 

 提出者から趣旨説明を求めます。13番大友勝衛君。 

 

１３ 番 （大友勝衛君） 

 それでは、議発第２号 ＴＰＰ交渉参加阻止に関する意見書（案）をご

説明させていただきます。 

 意見書（案）についてはお手元に配付されているとおりでありますが、

この件に関しまして、去る12月１日付であさひな農業協同組合理事組合長

より請願書が提出されているところであります。 

 町議会としましても、農業を基幹産業としている本町にとって、例外な

き関税撤廃を原則とする環太平洋パートナーシップ協定の交渉参加に反対

すべきとの思いから、今回議会運営委員会の皆さんの賛同を得まして、意

見書を提出するものでございます。 

 提出者、大友勝衛。賛成者、髙平聡雄、秋山富雄、堀籠日出子、平渡髙

志、上田早夫。以上でございます。 

 ＴＰＰ交渉参加阻止に関する意見書（案）。 

 会議規則第14条第２項の規定により提出をいたすものでございます。 

 それでは、朗読をもってご説明を申し上げたいと思います。 

 ＴＰＰ交渉参加阻止に関する意見書（案）。 

 政府は、平成22年11月９日「包括的経済連携に関する基本方針（ＥＰＰ

基本方針）」を閣議決定し、米国、豪州など９カ国が行う環太平洋連携協

定（ＴＰＰ）交渉への参加を進めております。 
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 ＴＰＰは完全な貿易自由化を目指した協定であり、交渉を進めようとす

る政府の動きに対し、生産現場では、極めて大きな不安と動揺とともに怒

りが生じているところでございます。 

 本来、ＥＰＡは、交渉相手国の相互発展と繁栄を本来的な目的とすべき

であり、農業分野を含む各産業分野が完全に公平な利益を享受できる場合

のみ検討を行うべきです。 

 しかし、我が国がＴＰＰ交渉に参加しても、この目的の達成は不可能で

あり、農業への影響を考慮せず結果として農業生産をこれ以上縮小させれ

ば、食料の安定供給や安全・安心の確保は困難となり、国益を損ねること

は必至であります。 

 つきましては、農業者の将来にわたる営農の安定や地域経済活性化、そ

して国民に対する食料の安全保障の観点から、下記事項を早急に実施する

よう強く要望するものであります。 

 記としまして、日本の「食」と「農」、そして「地域経済」を守るため

農業を犠牲にするＴＰＰ交渉参加には断固反対すること。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出するものであります。 

 提出先につきましては、下に記載のとおりでございます。よろしくお願

いを申し上げます。 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 これをもって趣旨説明を終わります。 

 これから質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 ないものと認めます。 

 これより討論に入ります。討論ありませんか。 

    「なし」と呼ぶ声あり 

 討論なしと認めます。 

 これから議発第２号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することに賛成の方は起立願います。 

    〔賛成者起立〕 

 起立多数です。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 お諮りします。 
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 ただいま意見書が可決されましたが、その字句、その他の整理を要する

ものについては、議長に委任されたいと思います。これにご異議ありませ

んか。 

    「異議なし」と呼ぶ声あり 

 異議なしと認めます。よって、その整理については、議長に委任するこ

とに決定いたしました。 

                                            

日程第２１「請願第３号 ＴＰＰ交渉参加阻止に関する請願書」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第21、請願第３号 ＴＰＰ交渉参加阻止に関する請願書を議題とし

ます。 

 この請願第３号について申し上げます。 

 既に同じ内容のものが議発第２号において可決されておりますので、請

願第３号 ＴＰＰ交渉参加阻止に関する請願については、採決されたもの

とみなします。 

                                            

日程第２２「所管事務調査の申し出について」 

 

議  長 （大須賀 啓君） 

 日程第22、所管事務調査の申し出についてを議題とします。 

 各常任委員会委員長及び議会運営委員会委員長から、会議規則第73条の

規定により、お手元に配付しました申出書のとおり閉会中の調査申し出が

あります。 

 各委員長からの申し出のとおり、閉会中の調査の付することにご異議あ

りませんか。 

    「異議なし」と呼ぶ声あり 

 異議なしと認めます。よって、各常任委員会委員長及び議会運営委員会

委員長から申し出のとおり、閉会中の調査に付することに決定しました。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成22年第７回大和町議会定例会を閉会します。 

 大変ご苦労さまでした。 

          

午後３時３５分  閉  会 

 


